
　　おススメポイント　※詳細は裏面

他の地域のまちづくりの情報が聞けます

多面的な視点で、コメント頂ける助言者

2008年の水島大会での「水島宣言」の発展

ご参加お待ちしています！

電話 086-440-0121　FAX 086-446-4620

　　 webmaster@mizushima-f.or.jp

みずしま財団みずしま財団
設立25周年記念シンポジウム設立25周年記念シンポジウム

テーマ 2 日時・場所1

一緒に水
島を語ろう

公害地域環境再生の
現在と展望
公害地域環境再生の
現在と展望

水島愛あいサロン
コミュニティフロア

主催：みずしま財団　　　共催：第40回日本環境会議水島大会実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第40回日本環境会議水島大会　特別分科会

健康なまちづくりの
視点から
健康なまちづくりの
視点から

       2025年

（倉敷市水島東千鳥町1-50、無料駐車場有）

       ９時30分~12時

       

  月     日(日)
  

11 23






●

座長
里見
和彦（水島協同病院名誉院長／みずしま財団理事）

2025年11月23日（日)　9
時30分～12時　　参加費無料

開催のおしらせ

公害地域環境再生の現在と展望　

健康なまちづくりの視点から

シンポジウム

終了後、みずしま財団の資料交流館（あさがおギャラリー）の見学が可能です。

電話
 
 
086 -440 -0121　
FAX
 
086 -446 -4620

9:35-9:55



基調報告
「みずしま財団
の経緯・成果と課題に触れて」











石田
正也


　1960～70
年代に激甚な大気汚染公害を経験した倉敷市水島地域では、倉敷公害訴
訟の和解を受けて2000
年に設立された水島地域環境再生財団（通称：みずしま財団
が地域の様々な主体と連携し、「公害地域の環境再生」に向けて取り組んできました。　
　17年ぶりに日本環境会議が水島で第40回大会として開催されます。2008年に開催
された日本環境会議第26回大会の「環境再生と健康なまちづくりをめざす水島宣言」
を振り返り、他地域の事例も交えながら、「健康なまちづくりの視点から公害地域に
おける環境再生」の現在地を確認し、今後の展望を議論したいと思います。

10:40-11:55
　ディスカッション「健康なまちづくりの視点から、水島を語ろう」

　

11:55-12:00　まとめ・閉会挨拶（里見
和彦）／
事務連絡

9:55-10:35




事例報告　　

①大阪・西淀川地域における地域再生とまちづくり






























　藤江
徹氏（あおぞら財団事務局長）
②臨海部の再生に向けて

塩飽
敏史（みずしま財団）
③地域再生と健康づくり

藤原
園子（みずしま財団）

10:35-10:40　休憩

会場
水島愛あい
サロン

お申込は電話・FAX、あるいはQRコードからお願いします↓

（みずしま財団理事長）

9:30-9:35



開会挨拶　太田
映知
　（
倉敷公害患者と家族の会名誉代表　
　　幹事/
みずしま財団理事）

〒712-8033　岡山県倉敷市水島東栄町11-12

コーディネーター：福田
憲一（みずしま財団副理事長）
助言者：清水
万由子氏（龍谷大学政策学部教授）
　　　　傘木
宏夫氏（NPO
地域づくり工房代表）
　　　　尾崎
寛直氏（東京経済大学経済学部教授）

プログラム

webmaster@mizushima-f.or.jp

申込締切
11/16
(日)

（このチラシはグリーン購入法に適合した紙を使用しています）


